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どんな発明？

こんなことに使える！ こんな研究室です！

新しい熱電材料に関する発明です。
熱電材料とは、熱エネルギーと電気
エネルギーを直接変換する「熱電変
換」を効率的に行うことができる材
料です。これを応用すると、産業活
動（自動車、火力発電所、データセ
ンターなど）で生じる廃熱を電気に
変えることや、『電源と熱電材料』
というシンプルな構造で冷却器を作
ることもできます。
本発明ではNaCl型結晶のサイトに

特定の元素を合計6種類以上含める
ことで、熱電材料の熱電変換効率を
向上させることに成功しました。

本発明を応用すれば、熱電変換効
率が高い熱電発電モジュールやペル
チェ冷却器を提供することができま
す。また、この技術では同じ結晶構
造のp型・n型熱電変換素子を作製す
ることができるので、両極性の素子
の熱膨張率・金属との反応性が同程
度となります。本発明の鍵である
「高エントロピー合金型化合物」の
コンセプトは、熱電材料だけでなく
超伝導体や電池材料、触媒など様々
な機能性材料に展開できます。

水口研究室では、「新物質」をキー
ワードに、新超伝導体や熱電材料の研
究を行っています。特に層状化合物や
特異な結晶構造を持つ物質に着目して
おり、2012年には硫化ビスマス系層状
超伝導体・熱電材料、2017年にはス
ズ・ヒ素を主成分とした層状超伝導体
を発見してきました。
本研究室との産学連携で自社が抱え

る技術的課題の解決にチャレンジして
みませんか。皆様からのご相談をお待
ちしています！

本発明の熱電材料結晶イメージ

金属サイト
Ag, Pb, Bi, Sn, Sb, In, 
Cd, Tlから3種類以上

カルコゲンサイト
S, Se, Te

熱電発電モジュールイメージ
p型・n型素子が同型の結晶のため、
電極と素子との接合相性最適化が容易

【通常のPbTe】 【ハイブリッドHEA型のPbTe】

HEA化

p-type: AgSnSbSSeTe n-type: AgPbBiSSeTe

電極
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